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博士に據て學名も定6別種なること分明 r な6しが、其原始は予が彼岸櫻類と山櫻類との外に、此不明なる染 
井吉野の一品が存在するを認め、眞吉野梅暌吉野の品種と區別するが爲め附與せし名なれども、此櫻花 
調査染井吉野發見の動機は故田中芳男先生の指導に基くを以て、眞に之を見初めしは故田中芳男先生の慧眼卓 
見.に屬すと謂ふべし〇予は明日をも知れぬ七十三の老齡なるを以て、生前此事を世人 r 吿 ro (大正九年三月) 
「園藝ノ友」誌上デ藤野翁ノ公-ーセラレシモノ、ノ上ノ通リデア V ガ尙ホ同氏、ノ今囘ノ書面-ーヨ？之レ- 1 附記シ 
テ下ノ如ク言ハレタ是レ_1由テ觀レパ其當時ノ歷史ガ能ク分ルユヱ次-一其文ヲ揭グル、即チ『此染井吉野の名 
を附せしは其當時精養軒前通6邊 r 栽植の該樹は近年移植のものなれば孰れょぅ來6しか園丁掛小島某氏に尋 
ねしに多くは染井邊ょ6來ると申せしこと故假 r 名づけしな6其頃も田中先生などは或は大島產 ならん かとも 
疑はれし事もあ-〇し又松村博士の此品の發表は何年頃か記憶なけれども植物學會長なれば予が寄送の草稿に此 
名のあるは疾くに御承知の喾と考へ候大正十二年四月藤野寄命記』ガ其レデアル 

〇染井吉野ヲ大島櫻卜間違へシ經緯 

牧野富太郞 

今日デハ f 島櫻卜染井吉野トハ全ク別ノ品種デ兩者ノ間11何ノ關係モナィコ，トガ能ク分リ即チ大島櫻、 ノ1111 櫻ノ 
一變種、染井吉野/一種特別ノ櫻デアルコトガ明力ニナッテ居ルガー時ハ我等ノ社會デモ之レガ同ジ者デアル 
カノ樣-一認メラ.レテ居ッタコトガアッテ私ナド、ノ公々然トソク吹聽シクモノデアル其レ故其時分ノ講演筆記ナ 
ドヲ見ルト往々ソウ書ィタアルコト11出逢フデアラクト思フ今日デモ其當時ノ舊說11化サレテ染井吉野ハ大島 
櫻卜同ジモノデ伊豆ノ大島ユ在ルモノダト言ッテ居ル人ガアッタノヲ見受ケタコトガアグ、此誤謬ヲナシタ事 
1一就テハ東京麻布ノ學農社主ノ故、津田仙君一一其責ヲ歸セネ X ナラヌ事實ガアル、ソレハコウデアル明治三十 
















年前後ダッタト思フ或ル年ノ四月二早稻田ノ大隈侯ノ邱內デ日本園藝會ノ集會ガアッテ其席上デ私ガ櫻一一就テ 
ノ講演ヲ爲タコトガアッター席辯ジ了ッタ後チ會二參ラレテ居ッタ津田仙君ガ言ハ，ヽニハ私ノ庭內二大島ョ 
リ來夕大島櫻ガアッテ今花ガ暌イテ居グカラ明日其レヲ進呈ショウ此樓ハ並ノ楼ョリ實ガ大キイモノデアルト 
其翌日ヮデヮザ其花枝ヲ使-一持タセーグ私ノ宅-一贈ッテ下サッタ其レヲ見グト花ハ疎ラ-一着イテハ居ッタガ紛フ 
方ナキ 染井吉野デアッタ(今其標本ガ私ノ Kerbariu 日中二在ルト思フ)ソコデ匇々大島櫻ハ即チ染井吉野卜同 
ジ者デアルト取極メ其通リ時々世-一發表シタモノデアグ其後大島櫻ノ正體ガ分，二.從ッテ私モ早速昨非ヲ改メ 
タガー時ハ津田君-1課マラレテトンダ罪作リヲ仕タモノダ今日デハ染井吉野ハ伊豆ノ大島ニハ從來無? ,, 1;コト 
ガ同島ノ揲險ニョッテ分ッタト同時-ータゾ大島櫻ノミガ此島二繁殖シ居ルコトガ明一ーナッタ今日同島ノ泉津村-一 
殘ッ.■テ居ル謂ユル同櫻ガ遠キ昔カラ同島デ發達シテ居ッタ唯ーノ證據デアル此大島樓ハ葉一ーモ花梗ニモ 
全ク毛ガ ナイ ノデ裸デアルガ之 レーー 引力へ染井吉野ハ葉柄ニモ花硬ニモ細毛ガ生エテ居ルカラ 直、 グ i 別ガツ 
ク私、，一昨々年同島へ大島櫻ヲ見-一參リシ時萬一染井吉野ガ見付力？ハシナイカト其地此地島內ヲ步イテ見夕 
ガ遂11其レ ーー 邂遊ハ ナカ ッタ、ソコデ駄詠ヲーツ、土器の花の名稱なふ島ざくら稗蒔ざくら見つか*^もせず、 
知友都築省三君ガ之レヲ 見、 早速-一、3もあらん土器樓毛を y 2 ぇて島の乙女の黑髮となる(同島ハ椿油ノ名產 
地デ古 來ョリ 婦人 ノ頭 髪が特- 一長ク延ビ且 ツ黑ク艶ガアグ ノハ 日常此椿油ヲ附ヶルセイダト言ハ レ テ居グ) ノ 
玉吟ヲ下ダスッタ 

〇復タモ『斷枝片葉』1一誘ハレテ 

東京植物同好會々員 中尾淸太郞 

❿げんげノ音ハ翹々ノ國語化力 牧野先生ハ「或ハ本來ガげんげはなデれんげばなハ學者ガ賢ク後デ解ヲ附 

復タモ『斷枝片葉』11誘ハレ 














